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１ 国際学術団体活動状況（内規第 11条 活動報告） 

団

体

名 

和 国際歴史学委員会 

英 International Committee of Historical Sciences（略称 ICHS/ 仏文 CISH） 

団体 HP（URL） 
https://www.cish.org/index.php/en/ 
（日本学術会議が加盟していることの記載 有 ・ 無 ） 

国際学術団体における最近

のトピックについて 

（学術の進歩、当該団体の推

進体制の変化、国際機関・政

府・社会との関わり方等） 

 1926 年にジュネーブで創設された ICHS は、世界中の歴史

家の学術交流と組織化を目的とした国際組織である。同会議

は、主に 5 年ごとに世界中の歴史家が参加する学術大会を開

催することで、歴史学の国際交流と学術的成果の発信を推進

している。この大会は「歴史学界のオリンピック」とも呼ばれ

ることがある。創立当初の加盟国は欧米 19 ヵ国に限られてい

たが、現在、アジア、アフリカ、南米など 54 ヵ国を数え、そ

の活動を世界的に展開している。本組織は、各加盟国の歴史研

究機関を代表する国内委員会に加えて、分野別の 32 の国際組

織・委員会から構成されている。日本学術会議史学委員会国際

歴史学会議等分科会が日本国内委員会を担当している。 
 ICHS は少なくとも 3 年ごとに総会を開催し、各国内委員会

および分野別の各国際組織・委員会は総会で 1 票を投じるこ

とで、会長・副会長を含む理事会役員を選出し、上述した 5 年

に一度開催される学術大会における大テーマ、個別テーマな

どを決定する権利をもつ。そのために、日本学術会議史学委員

会国際歴史学会議等分科会が日本国内委員会として参加する

ことは、歴史学分野における国際学術交流の点できわめて重

要である。理事会は会長、2 名の副会長、6 名の理事、書記長

および会計から構成され、5 年ごとに交替する。1960 年から現

在までの 13 期のうち、日本から理事の選出は 9 期を数えてお

り、ICHS の活動に大きく貢献してきた。 
（1）新理事会の発足、加盟団体の新規加入 

2021 年 5 月の総会(オンライン)において、理事会の改選が

行われ、新体制が発足した。会長にはキャサリン・オレル氏(フ
ランス国立科学研究センター)が就任した。日本からは国際関

係史委員会の推薦を受けた渡邊啓貴氏が理事に選出された。 
また、セルビア国内委員会および太平洋史国際委員会の新

規加入が承認された。 
（2）2022 年ポズナン大会 

2020 年にポーランド共和国ポズナンで開催予定だった第 23
回大会はコロナウィルス流行のため 2022 年 8 月に延期され

た。本大会では、メジャー・テーマとして、「絡み合う経路―

―動物と人間の歴史」、「記憶・考古学・アイデンティティ――

古代をめぐるアイデンティティの構築」、「均整のとれた歴史

知を求めて――比較史からみた国家と国民」が予定されてい



る。そのほか、特定テーマ、ラウンド・テーブル、ジョイント・

セッション、イヴニング・セッション、各加盟委員会セッショ

ンなど、最新の歴史学の成果を反映した数多くのセッション

が準備されている。 
また、第 23 回大会では、歴史学分野における優れた学術的

成果を奨励・普及することを目的として、会期中に「国際歴史

学賞」の授与が行われる。 
本大会は、ポーランド政府・ポズナン市などの全面的協力で

開催される。ロシアによるウクライナ侵攻後、ポーランド文部

科学省がロシアおよびベラルーシの研究・高等教育機関と公

的協力を停止したことを受け、ICHS 理事会はロシア国内委員

会およびロシアの大学に所属する歴史家のポズナン大会の参

加を認めない旨の声明を発表した。また、ウクライナの歴史家

の大会参加を支援するために、「連帯基金」より 1000 スイス・

フランの拠出を決定した。 
（3）資料保存の取り組み 

1926 年に創立された本団体の運営に関わる文書は、それ自

体が過去一世紀にわたる世界の歴史学の展開を物語る貴重な

遺産である。その文書群の保管と整理・公開の事業が具体的に

進められている。 

当該国際学術団体の対応す

る分野の学術の進歩に貢献

した事例 

(1)大会の事例 
世界の歴史学に関わる多様な研究潮流を踏まえ、大会のテ

ーマやセッションが選択されている。極めて多方面にわたる

が、2015 年の済南大会では、例えば次のようなものがあった。 
a)メジャー・テーマ「世界史の中の諸革命」。11 人の報告者が

革命についての比較研究を目指した。フランス革命をはじめ

とする西欧・アメリカの革命だけでなく、明治維新や中国革命

もあわせて検討した。これにより、各国の歴史像を全く新しい

視点から解釈するための視点を提示した。 
b)特定テーマ「音楽と国家」。特殊なジャンルと見なされがち

な音楽の歴史という視点から、新しい歴史像を切り拓こうと

する意欲的な問題提起を行った。 
c)ラウンド・テーブル「先端に立っている女性史」。女性史や

ジェンダー史の今日までの達成点を確認したうえで、今後の

歴史学を切り拓く最前線でありつづけるための課題を提示し

て、歴史学全体の知的構造に関する根底的な反省を促す役割

を果たした。 
(2)その他の国際会議の成果 
 2014 年にパリ・ユネスコ会議場で 3 日間に開催された国際

会議「バルカンから世界へ――戦争へ向かって（1914-1918
年）」では、世界各地の歴史家が集まり、第一次世界大戦を地

域史とグローバル史の双方の視点から議論した。その成果は、

学術雑誌 monde(s): histoire espaces relations の第 9 号（2016 年

5 月）に特集号として掲載され、日本からは浅田進史氏（現分



科会メンバー）の論文が収録されている。 

政策提言や世界の潮流にな

りそうな研究テーマ・研究方

式・研究助成方式等について 

（1）「連帯基金」による学術交流の国際的促進 
本団体は、もともとは欧州大陸を中心とした歴史家の団体

であったが、21 世紀の今日では、アジアを含む諸大陸を包括

する団体となっている。グローバルな視野に立った歴史学者

の連帯に努め、特にアフリカ諸国への加盟勧誘を重視して取

り組んでいる。財源の限られた国々も大会に加わることがで

きるような財政的な措置として「連帯基金」を創設し、第 23
回大会から導入された。 
（2）世界的潮流となりうる研究テーマ 
斬新な問題提起に努め、各大会のテーマやセッションにそ

れが反映されている。一例を 2015 年の済南大会から挙げれば、

特定テーマ「家事労働を商品化する」は、世界の各地域におい

て雇用などによって家族以外の者によって家事労働が担当さ

れた事例について検討し、経済とジェンダー、そして人種主義

などの作用がどのように交錯してきたのかについて、これま

でにない視点を提起しており、研究動向に大きなインパクト

を与え、共同研究を大いに促進している。これは、同年にディ

ルク・ヘルダーらによって編集された Towards a Global History 
of Domestic and Caregiving Workers（家事労働およびケア・ワー

カーのグローバル史に向かって）の発展的プロジェクトであ

り、歴史研究であるとともに、現代世界におけるグローバル移

民に関する政策的インプリケーションをもつテーマである。 
日本からの問題提起としては、2015 年済南大会におけるジ

ョイント・セッション「自然災害についての歴史学と比較史的

視点」が一例と言える。これは、木村茂光氏および加藤千香子

氏が組織し、地震を含む災害を広い視点から歴史的にとらえ

る比較研究を促したものであり、また自然科学との共同研究

をめざす必要性を示すことになった。 

日本人役員によるイニシア

ティブ事項や日本からの参

加によって進展や成果があ

ったものについて 

（1）大会でのイニシアティブ事項 
これまでに多数のセッションに日本人研究者が、オーガナ

イザーや報告者として参加している。 
2015 年済南大会では、四つのメジャー・テーマの一つ「世

界史の中の諸革命」において、三谷博氏(当時、日本学術会議

連携会員、日本学術会議史学委員会国際歴史学会議等分科会

メンバー)がオーガナイザーの一人を担当した。報告者として

は池田嘉郎氏がロシア革命、深町英夫氏が中国革命について

論じ、比較の視点からの討論に大きく貢献した。また、日本の

ジェンダー史学会から提案されたプロポーザル二件が採用さ

れ、ジョイント・セッション「外交実践の歴史のための新しい

アプローチ」および「自然災害についての歴史学と比較史的視

点」に組み込まれた。 
2022 年のポズナン大会でも、飯島渉氏(日本学術会議連携会

員、同分科会メンバー)によって組織された特定テーマ「第二



次大戦後の東アジア・東南アジアにおける熱帯医学の学知・技

術・研究ネットワークと政治史」や小沢弘明氏(申請時は日本

学術会議連携会員、同分科会委員長)および奥村弘氏の組織し

た「自然災害に際しての、そしてその後の史料の保護と保存」

などが予定されている。 
2024 年に東京での総会開催が決定している。これにあわせ

て、日本国内委員会が中心となって、国際学術シンポジウムが

計画されている。 
（2）理事会でのイニシアティブ 
 1960 年から現在までの 13 期中、9 期において日本から理事

が選出され、2005-2010 年には樺山紘一氏が副会長を務めた。

現行の理事会（2021-2026 年）では、国際関係史委員会の推薦

を受けた渡邊啓貴氏が理事を務めている。 
（3）加盟団体でのイニシアティブ 
国際歴史学委員会の個々の国際加盟団体 (International 

Affiliated Organizations)のいくつかでも、日本人の役員のリー

ダーシップが発揮されている。例えば、国際関係史委員会では

細谷千博・百瀬宏・渡邊啓貴の各氏が 1983 年創立当初以来続

けて理事・副理事に選出され、1998 年以後 5 年に一回日本で

も世界大会を開催している。 
また、2020 年から国際女性史連盟の議長に高橋裕子氏が選

出されている。 
加入していることによる日

本学術会議、学会、日本国民

への変化やメリットについ

て 

（1）日本学術会議が関与する意義、役割 
日本学術会議のなかに国内委員会が設置されていること

は、この国際団体における日本の地位の確保にとって大きな

意義を有している。国内委員会は、学会連合組織である日本歴

史学協会と連携しながら、日本からの参加を促進・調整すると

いう不可欠の役割を果たしている。 
日本学術会議のなかの史学委員会においては、科学史に関

する IUHPST 分科会とともに、国際的な連絡と発信を支えて

きている。 
（2）日本社会への還元 

5 年ごとに開催される大会においては、国際的な歴史学の動

向について最新の情報を得て日本社会に還元できるように努

めるとともに、国内学会の研究成果を発信してきた。その過程

では、例えば自然災害と史料保存の関係といった、日本のアク

チュアルな課題を踏まえて、国際的な場で広い視点から議論

するといった研究活動の相互作用を重視している。 

（3）日本の研究者が参加する意義 
この国際団体はもともと欧州に大きな影響力を有してきた

が、学術的な国際交流の地域的な偏りを是正するために、アジ

アからの参加が大いに期待されている。1960 年以降、日本か

らたびたび理事が選出されてきたが、2010 年以降、韓国や中

国の研究者も理事を担うようになっている。 



その他（若手研究者・女性研

究者育成法、科学者の倫理に

関する当該国際学術団体の

基本方針や憲章、資金提供ソ

ースの発掘における画期的

な方策等の特記事項など） 

 

（1）女性研究者のリーダーシップ 

この国際団体は、女性のリーダーシップを重視する姿勢を

示しており、現体制では会長は女性であり、副会長 2 名のう

ち 1 名が女性である。 

（2）若手研究者の育成 

 済南大会では若手研究者の国際的な場での発表の機会を提

供する目的で、ポスター・セッションが設けられた。ポズナン

大会でも、ポスター・セッションが開催されるとともに、優秀

者への表彰・賞金が予定されている。 

（3）科学者倫理に関わる国際発信 
本団体の理事会は、ロシア軍のウクライナ侵攻に際して、そ

の侵攻の正当化に歴史が利用されることに反対して「歴史は

国家や支配者の所有物ではない」との声明を出し、ロシアおよ

びウクライナの加盟団体と共に、自由で開かれた史料の流布

と討論を支持したいとする立場を示した。着実な歴史研究、そ

して歴史家の国際的な交流こそが、豊かな相互理解を育み、人

類の共生の基盤を提供するという理念を改めて確認したもの

である。 

 

２ 今後の予定について（内規第 11条 活動報告） 

総会、理事会の日本開催の予

定について（招致等の予定も

含め） 

2024 年の総会が東京で開催されることが決定している。これ

にあわせて、国際学術シンポジウムも計画中である。 
 

日本人の役員立候補等の予

定について 

渡邊啓貴氏(帝京大学教授)が国際関係史委員会の推薦により

2021 年 5 月の総会にて理事に選出された。 
現在、検討中の日本からの提

言や推進するプロジェクト

等の動きについて 

2024 年の総会にあわせて、日本で国際シンポジウム「アジア

史からの新視点」(仮題)の開催を予定している。 

 

３ 国際学術団体会議開催状況（内規第 11条 活動報告） 

総会・

理事

会・各

種委員

会等の

状況 

（過去

5年間

及び今

後予定

総会開催状況 

2021 年 4 月総会（オンライン開催） 
2021 年 5 月総会（オンライン開催） 
2022 年 8 月総会開催予定（開催地：ポズナン） 
2024 年総会開催予定（開催地：東京） 

理事会・役員

会等開催状況 

2018 年 6 月理事会（開催地：ボズナン） 
2019 年 4 月理事会（開催地：ヴァチカン） 
2021 年 6 月理事会（オンライン開催） 
2021 年 9 月理事会（オンライン開催） 
2022 年 8 月理事会開催予定（開催地：ボズナン） 
2023 年理事会開催予定（開催地：リスボン） 



されて

いるも

の） 

 
各種委員会

開催状況 

2018 年 4 月 CHIR-Japan（国際関係史学会）研究会（開催地：東京） 
2018 年 8 月 International Federation for Research in Women's History 執行

委員会（開催地：ヴァンクーバー） 
2020 年 7 月 CHIR-Japan（国際関係史学会）研究会（オンライン開催） 
2021 年 5 月 CHIR-Japan（国際関係史学会）研究会（オンライン開催） 

研究集会・会

議等開催状

況 

2019 年 6 月 加盟団体である Commission of History of International 
Relations が国際シンポジウムを開催（開催地：パリ） 
2022 年 8 月 国際歴史学会議大会開催予定（開催地：ボズナン） 
2024 年 国際歴史学会議総会に際して国際シンポジウムを開催予定

（開催地：東京） 
2024 年 加盟団体である International Federation for Research in 
Women's History が国際大会を開催予定（開催地：東京） 
2026 年 国際歴史学会議大会開催予定（開催地：エルサレム） 

上記会議等への日本人

の参加・出席状況及び

予定 

2021 年 4～5 月、総会（オンライン開催）、2 人（うち代表派遣：吉

澤誠一郎） 
2021 年の理事会より渡邊啓貴理事が出席 
2024 年に東京で開催予定の国際シンポジウムは、本分科会が理事会

と協力して組織することとなっている。 

国際学術団体における

日本人の役員等への就

任状況（過去 5年） 

役職名 役職就任期間 氏名 会員、連携会員の別 

理事 2021～現在 渡邊啓貴 非会員 

出版物 

１ 定期的（年  回） 主な出版物名 

 

２ 不定期（    ） 主な出版物名 International Committee of Historical Sciences, News 
Letter 

活動状況が分かる年次報告等があれば添付又は URL を記載 

（http://www.                                          ) 

 

 

 

 

 

 

  



４ 国際学術団体に関する基礎的事項（内規第 3条、4条、5条） 

国
内
委
員
会
（
内
規
４
条
第
３
号
） 

委員会名 史学委員会国際歴史学会議等分科会 

委員長名 吉澤誠一郎 

当期の活動状況 

2021 年 1 月 11 日および 2022 年 1 月 21 日に分科会を開催した(オ
ンライン開催)。分科会委員の改選もふまえ、国際歴史学委員会の

国内委員会として必要な対応をとることができるように、これま

での経緯を確認し、今後目指す方向性について審議した。2022 年

に予定されているポズナン大会に向けて必要な対応をとってい

くことも確認した。また、「歴史学の国際化」という点で課題とさ

れている点は何か、論点整理して、シンポジウムなどで問いかけ

ていくことを目指している。 

内
規
第
３
（
国
際
学
術
団
体
の
要
件
関
係
） 

国際学術交流を目的とする非政府的かつ非営利的団体である 

１．該当する   ２．該当しない 

※根拠となる定款・規程等の添付又は URL を記載

（https://www.cish.org/index.php/en/presentation/constitution/) 

 各国の公的学術機関及び学術研究団体等が国際学術団体に国を代表する資格を有して

加入するものが、主たる構成員となっている（主たる構成員が、いわゆる「国家会員」で

あるか否か） 

１．該当する   ２．該当しない 

※根拠となる資料の添付又は URL を記載

（https://www.cish.org/index.php/en/presentation/constitution/) 

下記の事項（ア～エ）のいずれか一つに該当するか（該当するものに○印） 

 

ア 個々の学術の専門分野における統一的かつ世界的な組織を有するもの 

 

イ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、統一的かつ世界的な組織を有す

るもの 

 

ウ 研究の領域が複数の専門分野にわたるものであって、ア又はイの国際学術団体を連合

した世界的組織を有するもの 

 

エ 構成員のうち、各国代表会員がアジア地域等我が国が関係する地域等に限られるもの

であって、当該国際学術団体の研究の領域が複数の専門分野にわたるもの 

10 ヵ国を超える各国代表会員が加入している 

１．該当する   ２．該当しない 

加入国数及び

主要な各国代

表会員を 

10 記載 

（54 ヶ国） 

・Korean National Committee of Historical Sciences (韓国) 
・Association of Chinese Historians (中国) 
・Turkish Historical Society (トルコ) 
・Comité français des Sciences Historiques (フランス) 
・British National Committee (英国) 
・Verband der Historiker und Historikerinnen Deutschlands (ドイツ) 



 

・Koninklijk Nederlands Historisch Genootschap (オランダ) 
・Comité national des historiens finlandais (フィンランド) 
・American Historical Association (アメリカ合衆国) 
・Associação Nacional de História (ブラジル) 


